
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨夏から進めていた NPO 法人化手続きが、11 月 10 日付け燕市長の認

証、11 月 21 日付け新潟地方法務局での法人登記で完了し、特定非営利

活動法人信濃川大河津資料館友の会が正式に発足しました。 

これを受け、1 月 14 日に大河津出張所ホールに於いて、任意団体とし

ての従来からの「友の会」解散総会と NPO「友の会」総会及び発会式を

開催しました。 

団体会員７社を含む 70 名が参加した NPO 法人友の会初総会では、定

款に基づき議長に横山正二さんを選出した後、本年 3 月末までの事業計

画と予算を決定しました。資料館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞは NPO としてしっかり

計画し、責任を持って行なうべしとの声もあがり、NPO 活動への期待に

胸ふくらむ総会となりました。〈事務局〉 

 

 

総会の後、鈴木燕市長をはじめ、北陸地方整備局河川部､信濃川並びに

信濃川下流河川事務所の幹部のみなさま、分水さくらを守る会村上理事

長など 10 名のご来賓をお迎えし、NPO 法人友の会発会式を開催しまし

た。早川理事長挨拶に続き、来賓の田所河川部長、五百川顧問、青山多

恵名誉会員から祝辞を頂戴しました。昨年 11 月の通水式に続き、静岡県

磐田市から参加された青山さんからは「大河津のみなさんには熱を感じ

る」と文字通り熱いメッセージをいただき、理事長から力強い発会宣言

がなされると、会場は大きな拍手に包まれました。 

続く、「H23 新潟・福島豪雨で果たした大河津分水路の役割」と題する

北陸地方整備局田所河川部長と清水信濃川河川事務所長による特別講演

では、H16 新潟・福島豪雨後の河川改修で信濃川下流域は大災害を免れ

たと評価しつつも、その一方で大河津分水路はその能力一杯でかろうじ

て役目を果たしていたことが指摘されました。 

公務多忙のところを駆付けていただいた特別顧問鈴木燕市長からは

「NPO 法人信濃川大河津資料館友の会への期待」と題し、今回の洪水で

大河津分水路の役割を身を以て知った。その意義を広く社会に伝えて行

こうとする友の会活動に期待すると激励いただきました。 

その後「やまとも」に会場を移し盛大に発会を祝いました。〈事務局〉 

 

NPO 友の会発足に伴い、平成 14 年 4 月に結成した大河津資料館友の会は、平成 24 年 1 月 14 日の総会

に於ける解散宣言をもって、任意団体としての 9 年 9 か月の歴史に幕を降ろしました。解散総会では平成

23 年度事業報告並びに会計決算報告・監査報告がなされ、それぞれ承認されました。決算剰余金は NPO

法人信濃川大河津資料館友の会に引継がれます。〈事務局〉 

 

     

鈴木燕市長 

北陸地方整備局 田所河川部長 

“10 年後の友の会へのメッセージ” 

資料館 4F 通路に掲示してあります 

解散総会の様子 
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待望の新可動堰通水式が、青空に恵まれた 11 月 23 日(水)

に開催されました。友の会では「お茶を楽しむ会」と「良寛

秘話」講演会で通水を祝いました。〈事務局〉 

11 月 5 日(土)、24 名の参加で破間川・佐梨川日帰りバスツアーを開

催しました。破間川の７月豪雨被災地や広神ダム、佐梨川渓谷、目黒

邸などを見学しました。こんなに近くで楽しめる佐梨川の渓谷美や、

円形分水工の合理性と珍しさに興味津々でした。〈事業部〉 

  

「荒れたらお客様はいらっしゃる

だろうか」「お菓子の数は・・」と

の心配も杞憂に。式典に参列され

たご来賓を始め 150人のお客様に

心づくしのお抹茶を楽しんで頂き

ました。〈事業部〉 

分水良寛史料館長西海土
さ い か ち

壽郎氏の「水に苦しむ農民と、良寛」講

演会には、会員の他、良寛研究者のみなさんなど 40 名が参加され

ました。友の会初の良寛講演会は、興味深い質問や意見交換で楽し

く有意義な講演会となりました。〈事業部〉 

現時点での 31 社の団体会員のみなさまをご紹介します。ご支援に感謝申し上げます。〈事務局〉 

 

 

分水さくらを守る会の計らいで、分水桜公園での通水記

念植樹に、理事長と副理事長が参加しました。友の会のソ

メイヨシノが大きく育つことを願います。〈事務局〉 

No 団体名 所在地 No 団体名 所在地 No 団体名 所在地
1 大蔵産業(株) 新潟市 12 (株)丸栄 燕市 23 (株)正祐総業 燕市
2 (株)石田商店 燕市 13 神保産業(株) 燕市 24 (株)宮本建設 燕市
3 桑原産業(株) 燕市 14 (株)鈴木組 燕市 25 グリーン産業(株) 新潟市
4 カスミヤ商店 燕市 15 大河津建設(株) 燕市 26 (株)井上砂利店 燕市
5 新潟総合警備保障(株) 新潟市 16 (株)古澤製作所 燕市 27 (株)大石組 長岡市
6 （株）田中組 新潟市 17 (株)三燕 燕市 28 (株)中元組 長岡市
7 (株)レックス 三条市 18 大森砂利採取(株) 燕市 29 (株)カネコ商会 新潟市
8 (株)丸い組 燕市 19 (株)福田組県央営業所 燕市 30 (株)横山土地 燕市
9 (株)近藤測量設計 燕市 20 (株)廣瀬 新潟市 31 北陸ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾒﾝﾃﾅﾝｽ(株) 新潟市
10 越佐観光(株) 長岡市 21 横田造園 燕市

11 (株)氏田組 燕市 22 (株)高野建設 燕市 (受付順）

通水した新可動堰・遠くは旧可動堰 

佐梨川渓谷 

桜の記念植樹 
（右早川理事長・左小林副理事長） 

分水良寛史料館西海土館長 

中央宮本信氏・右青山多恵氏 


